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平成 18 年３月期  第１四半期財務・業績の概況（非連結） 
平成 17 年 7月 27 日 

会 社 名 株式会社ルネサンス            （コード番号：2378 東証第二部） 

（URL http://www.s-renaissance.co.jp ） 

代 表 者 役  職  名 代表取締役社長執行役員 

        氏    名 斎藤 敏一 

問い合わせ先 責任者役職名 取締役執行役員経理財務本部長 

      氏    名 渡邊 清  （TEL：（03）5600－5312） 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無 
② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有 
当会計年度より「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に
関する意見書」（企業会計審議会 平成 14 年８月９日）)及び「固定資産の減損に係る会計基
準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 15 年 10 月 31 日 企業会計基準適用指針第６号）
を適用しております。これにより税金等調整前四半期純利益は、307 百万円減少しております。

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：無 
④ 公認会計士または監査法人による関与の状況 ：記載している財務諸表について、監査

法人の監査は受けておりません。 
２．平成 18 年３月期第 1四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年６月 30 日） 
(1) 経営成績の進捗状況           注：金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

18 年３月期第 1四半期 6,695（ 9.3） 308（12.9） 294（15.5） △6（ ―）

17年３月期第 1四半期 6,125（11.0） 273（ 3.5） 255（ 5.8） 138（15.2）

(参考)17 年３月期 26,164        2,273        2,162         1,204        

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭 

18 年３月期第 1四半期 △83 ―  

17 年３月期第 1四半期 7.64 ―  

(参考)17 年３月期 62.90 ―  

（注）1．期中平均株式数：18 年３月期第 1四半期 19,960,000 株、 
17 年３月期第 1四半期 18,120,000 株、17 年３月期 18,641,643 株 

期末株式数：18 年３月期第 1四半期末 19,960,000 株 
   2．売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年 

同四半期増減率を示しております。 
 
[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 
当第１四半期（平成 17 年４月１日～平成 17 年６月 30 日）におきましては、クラブの競争力強化の取
り組みとして、昨年に引き続き、俳優の永井大氏をイメージキャラクターに起用し、「ひとりひとりをナ
ビゲートするスポーツクラブ」をテーマにプロモーションを展開、ルネサンスブランドの確立に努めてお
ります。また、個々のクラブが地域№１クラブを目指し、マーケティング力の向上により、地域特性に合
わせた施策を展開するとともに、すべてのお客様にご満足いただけるようソフトとハードの充実を図って
おります。 
新規の直営クラブとしましては、４月に神戸ハーバーランドクラブ（神戸市中央区）を出店いたしまし

た。この結果、当第１四半期末（平成 17 年６月末）のクラブ数は、直営 73 クラブ、業務受託４クラブ、
フランチャイズ１クラブの計 78 クラブとなりました。また、昨年出店した５クラブにつきましては、順
調に会員数を伸長しており、全社業績の拡大に貢献いたしました。 
既存クラブにおきましては、会員の定着率向上を重要テーマに掲げ施策を遂行するとともに、入会促進

施策も計画通り進捗したことにより、当第１四半期末会員数は前年同期比 1.2％増となりました。また、
パーソナルトレーニングをはじめとする有料プログラムの強化による客単価の向上も図っており、既存ク
ラブの当第１四半期における売上高は前年同期比 1.6％増と順調に推移いたしました。 
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以上の結果、当第１四半期の売上高は 66 億 95 百万円（前年同期比 9.3％増）、経常利益は２億 94 百万
円（前年同期比 15.5％増）と増収増益を達成いたしました。なお、四半期（当期）純利益につきましては、
当初計画通り減損会計の適用により減損損失を 307 百万円計上したため、６百万円の損失となりました。 
 
 
財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

18 年３月期第 1四半期 17,511  6,606  37.7  330.50 

17 年３月期第 1四半期 15,260  3,796  24.9  209.50 

(参考)17 年３月期 17,530  6,944  39.6  346.34 

(2) キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による

キャッシュ･フロー

投資活動による

キャッシュ･フロー

財務活動による 

キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年３月期第 1四半期 △1  281  △141   1,697  

17 年３月期第 1四半期 △192  △681  264   751  

(参考)17 年３月期 2,413  △3,390  1,162   1,559  

 
[財政状態の変動状況に関する定性的情報等] 
当第 1四半期における当社の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末残高（平成 17 年
3 月）に比べて１億 38 百万円増加し、16 億 97 百万円となりました。これは主として亀戸クラブ（平成
17 年７月開設）、甚目寺クラブ（平成 17 年 11 月開設予定）の建物設備等をリース会社に譲渡した結果、
投資活動によるキャッシュ・フローがプラスに転じたことによるものであります。 
当第 1四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 
 
【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

営業活動による資金の減少は、１百万円となりました。これは主として減価償却費２億 45 百万円、
減損処理損失３億７百万円、法人税の支払額４億 16 百万円、賞与引当金の減少額１億 57 百万円などに
よるものであります。 
 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 
投資活動による資金の増加は、２億 81 百万円となりました。これは主として有形固定資産の譲渡に
よる収入 10 億 40 百万円（亀戸、甚目寺の建物設備等）、敷金・保証金の差入による支出５億 11 百万円、
有形固定資産の取得による支出２億 41 百万円などによるものであります。 
 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 
財務活動による資金の減少は、１億 41 百万円となりました。これは短期借入金純増加額４億円、配

当金の支払額２億 99 百万円、長期借入金返済による支出２億 42 百万円によるものであります。 
 
【参考】 
平成 18 年３月期の業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

百万円 百万円 百万円

中  間  期 14,000  980  380  

通     期 28,800  2,650  1,330  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）64 円 63 銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 当第 1四半期の業績については、売上高、経常利益、当期純利益とも概ね計画通りに推移いたしており
ます。よって中間期ならびに通期の業績予想については、平成 17年５月 10 日の公表数値から変更はいた
しておりません。 
 
※上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提、見通し、計画に基づく予測が含まれて 
おります。日本経済、競合状況、株式市況等に不透明な面があり、実際の業績が記載の予想数値と 
大幅に異なる可能性があります。 

 

○ 添付資料 

要約貸借対照表、要約損益計算書、要約キャッシュ・フロー計算書 
以 上 
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〔添付資料〕 

 

１．要約貸借対照表 

（１）資産の部 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

 第 1四半期末）

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

 第 1四半期末）

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（資産の部）  

Ⅰ 流動資産  

１ 現金及び預金 397 651 △253 △38.9 259 

２ 売掛金 422 334 88 26.3 413 

３ たな卸資産 437 416 20 5.0 417 

４ 短期貸付金 1,300 100 1,200 ― 1,300 

５ その他 1,442 1,186 256 21.6 1,095 

流動資産合計 3,999 2,688 1,311 48.8 3,486 

Ⅱ 固定資産  

１ 有形固定資産  

(1)建物 4,079 4,200 △120 △2.9 4,255 

(2)その他 1,913 1,683 230 13.7 2,854 

有形固定資産合計 5,993 5,883 109 1.9 7,110 

２ 無形固定資産 489 677 △187 △27.7 492 

３ 投資その他の資産  

(1)敷金・保証金 4,529 4,268 261 6.1 4,486 

(2)店舗賃借仮勘定 1,059 188 870 461.1 602 

(3)その他 1,453 1,567 △114 △7.3 1,364 

    貸倒引当金 △12 △12 ― ― △12 

投資その他の資産合計 7,029 6,011 1,017 16.9 6,440 

固定資産計 13,511 12,572 939 7.5 14,043 

資産合計 17,511 15,260 2,251 14.8 17,530 
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（２）負債・資本の部 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

 第 1四半期末）

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

 第 1四半期末）

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

１ 支払手形 272 218 54 25.0 185 

２ 買掛金 138 117 20 17.7 99 

３ 短期借入金 3,200 2,833 366 12.9 2,800 

４ １年内返済予定の 

  長期借入金 
929 1,522 △592 △38.9 1,155 

５ 前受金 1,198 1,143 55 4.9 1,033 

６ 賞与引当金 192 182 9 5.3 350 

７ その他 1,784 1,487 296 19.9 1,827 

流動負債合計 7,715 7,504 210 2.8 7,451 

Ⅱ 固定負債  

１ 長期借入金 2,143 3,072 △929 △30.3 2,160 

２ 退職給付引当金 403 518 △115 △22.3 432 

３ 役員退職慰労 

引当金  
90 116 △26 △22.3 133 

４ その他 552 251 301 120.0 408 

固定負債合計 3,189 3,959 △769 △19.4 3,133 

負債合計 10,905 11,464 △558 △4.9 10,585 

（資本の部）  

Ⅰ 資本金 2,210 1,093 1,116 102.1 2,210 

Ⅱ 資本剰余金  

１ 資本準備金 2,146 1,032 1,114 107.9 2,146 

資本剰余金合計 2,146 1,032 1,114 107.9 2,146 

Ⅲ 利益剰余金  

１ 利益準備金 69 69 ― ― 69 

２ 当期未処分利益 2,178 1,599 579 36.2 2,516 

利益剰余金合計 2,247 1,668 579 34.7 2,586 

Ⅳ その他有価証券 

  評価差額金 
1 1 0 6.4 1 

資本合計 6,606 3,796 2,810 74.0 6,944 

負債・資本合計 17,511 15,260 2,251 14.8 17,530 
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２．要約損益計算書 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

第 1四半期） 

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

Ⅰ 売上高 6,695 6,125 570 9.3 26,164 

Ⅱ 売上原価 6,001 5,507 493 9.0 22,542 

売上総利益 694 617 77 12.5 3,622 

Ⅲ 販売費及び 

一般管理費 
386 344 41 12.2 1,349 

営業利益 308 273 35 12.9 2,273 

Ⅳ 営業外収益 16 14 1 11.4 63 

Ⅴ 営業外費用 30 32 △2 △7.8 173 

経常利益 294 255 39 15.5 2,162 

Ⅵ 特別利益 0 1 0 △96.1 6 

Ⅶ 特別損失 310 4 306 ― 72 

税金等調整前四半期 

（当期）純利益 
△16 251 △267 ― 2,096 

法人税等 △9 113 △122 ― 891 

四半期(当期)純利益 △6 138 △145 ― 1,204 
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３．要約キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

  

当四半期 

（平成 18年月３期

第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期 

第 1四半期） 

（参考） 

平成 17 年３月期 

区分 金額 金額 金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期（当期）純利益（△純損失） △16 251  2,096 

減価償却費 245 275  1,213 

退職給付引当金の減少額 △28 △27  △102 

賞与引当金の増加額（△減少額）  △157  △135   32 

固定資産除却損 3 2  57 

減損処理損失  307  ―   ― 

新株発行費 ― ―  20 

受取利息及び受取配当金 △6 △9  △24 

支払利息 13 18  68 

売上債権の増加額 △8 △3  △78 

たな卸資産の増加額 △19 △17  △15 

前払費用の増加額 △149 △151  △27 

仕入債務の増加額 125 75  16 

未払金の増加額（△減少額） 53 3  △16 

未払費用の増加額（△減少額） 32 △13  19 

前受金の増加額（△減少額） 164 △12  △149 

未払消費税等の増加額（△減少額） 31 △36  16 

その他 △171 155  308 

小計 419 377  3,435 

利息及び配当金の受取額 2 1  6 

利息の支払額 △7 △10  △68 

法人税等の支払額 △416 △561  △960 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1 △192  2,413 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △241 △263  △2,370 

無形固定資産の取得による支出 △22 △31  △73 

有形固定資産の譲渡による収入  1,040  ―   100 

敷金・保証金の差入による支出 △511 △183  △987 

敷金・保証金の回収による収入 10 48  77 

投資有価証券取得による支出 ― △10  △10 

子会社株式取得による支出 ― △246  △246 

その他 6 3  118 

投資活動によるキャッシュ・フロー 281 △681  △3,390 
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当四半期 

（平成 18 年３月期

第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期 

第 1四半期） 

（参考） 

平成 17 年３月期 

区分 金額 金額 金額 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金純増加額 400 733  700 

長期借入金返済による支出 △242 △242  △1,522 

配当金の支払額 △299 △226  △226 

新株発行による収入 ― ―  2,210 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △141 264  1,162 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額(△減少額） 138 △610  184 

Ⅴ 現金及び現金同等物期首残高 1,559 1,361  1,361 

Ⅵ 合併に伴う現金及び現金同等物の増加 ― ―  12 

Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 1,697 751  1,559 

以上 


